
 

 

（５）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

①基本方針 

本圏域は、東京湾の干潟や緑豊かな房総丘陵などの多彩な自然を有しており、

山地・丘陵地に広がる森林地域は、県立高宕山自然公園、県立養老渓谷清澄自然

公園、県立笠森鶴舞自然公園に指定されており、内陸部では、濃溝の滝・亀岩の

洞窟や養老渓谷、チバニアンなど、地域資源の活用も進められている。また、住

民に身近な自然的環境として、東京湾を望む富津公園などの都市公園が整備され

ている。 

こうした養老川沿川、東京湾の干潟などの水辺空間や房総丘陵を特徴づける山

林、市街地内に整備された都市公園等は、ゆとりや潤いを与える資源として保全・

活用し、自然的環境を生かした緑と水のネットワークを形成することを基本方針

とする。 

 

②主要な緑地の配置の方針 

・房総丘陵を特徴づける山林等の緑地や、養老川沿川や東京湾の干潟等の水辺空

間等は、多様な動植物の生息・生育環境やカーボンニュートラルに寄与する貴

重な緑地・水辺として保全・活用する。 

・公園・緑地は、雨水の貯留浸透機能、延焼防止機能、急斜面の崩壊防止機能及

び災害時の一時避難地としての機能を有していることから、都市の防災性の向

上を図るため、地域特性に応じて、適切に配置する。 

・公園・緑地は、地域の実情を踏まえ、適切に配置し、多様なレクリエーション

需要に対応するため、公園施設の維持・充実を図る。 

・広域公園である富津公園については、都心から近い立地であることや、海に接

した特殊な形状を最大限に生かすことで、県民に親しまれ、県外からも誘客可

能な魅力ある公園となるよう整備等を進める。 

 

③実現のための具体の都市計画制度の方針 

・都市公園などの施設緑地や風致地区、生産緑地地区などの地域制緑地を都市計

画に位置付け、その整備・保全を促進する。 
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表 拠点・ゾーンの区分 

区分 位置付け・考え方 

広域拠点 

新たな産業・地域づくりを推進することにより、本県経済をけん引していく

ことが期待される地域（柏の葉、北千葉道路沿線、幕張新都心、成田空港   

周辺、アクアライン着岸地・かずさアカデミアパーク周辺） 

地域拠点 
各市域における代表的な拠点として、居住や都市機能等の集積を図る地域 

（鉄道駅、バスターミナル、役場周辺） 

産業立地誘導を

図るゾーン 

産業立地のポテンシャルの高いインターチェンジ周辺や千葉港、木更津港 

周辺の区域 

観光誘導ゾーン 国定公園や自然公園区域に指定されている海辺・川辺沿いの区域 
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